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＜要旨＞ 

 脊髄腫瘍の手術においては、電気生理検査による術中神経モニタリングによる脊髄機能監視を

徹底する必要がある。しかしながら、モニタリング自体の再現性・正確性の問題、さらにはモニ

タリング結果の疑陽性あるいは偽陰性が知られており、電気生理検査だけでの脊髄機能監視には

限界がある。安全かつ根治的な腫瘍切除を行うためには、電気生理検査だけでなく、局所の脊髄

血流評価を含めた総合的な脊髄機能監視の技術開発が切に望まれる。本研究では、手術顕微鏡で

取得した高出力デジタルの蛍光血管造影を、専用コンピューターソフトにてデジタル画像の数値

化を行い、術中脊髄血流監視の技術基盤の構築を目指す。 

 

＜研究シーズ説明＞ 

 本研究では、脊髄腫瘍の手術における実用的な脊髄機能監視の実現に向けて、脊髄微小血管

の局所血流を正確かつ迅速に判断する技術基盤を構築する。 

 脳神経外科手術時における術中血流評価では、主にインドシアニングリーン注射による蛍光

血管造影が使われる。手術顕微鏡下に観察可能であるが、脊髄微小血管については評価困難

であるのが現状である。本研究では、手術顕微鏡で取得した高出力デジタルの血管造影動画

を Image Processing モニターに出力し、専用コンピューターソフトにてデジタル画像の数

値化を行う。 

 
＜アピールポイント＞ 

 簡便かつ実用的な術中脊髄血流監視が未解決の臨床課題となっており、本研究では脊髄血管の

血流蛍光標識法による定量評価法の技術基盤の構築を目指す。 

 

＜利用・用途・応用分野＞ 

 手術時における微小血管の血流定量評価 

 術中血流監視 
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＜他分野に求めるニーズ＞ 

蛍光色素の動画解析ソフトの共同開発 

Image processing モニターの小型軽量化 
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